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問題と目的 

本研究の目的は，新型コロナウイルス感染症（以

下，COVID-19）のパンデミック下における教育が，

知的障害児の学習にどのような影響を及ぼしてい

るかを明らかにすることである。知的障害児は

COVID-19 による重症化リスクが高い者や（Perera, 

et al., 2020），感染リスクを理解して対策をとる

ことが難しい者が多い（Courtenay & Pereram, 

2020）。一方で，家庭にいることのリスクが学校に

戻るリスクを上回る子どもも多い（Couper-Kenney 

& Riddell, 2020）。そのため，感染症対策を行っ

た上で学校を再開することは，知的障害児の健康

を維持し，学習を保障する上で重要である。現在

や将来のパンデミック等の危機において，学校教

育を継続するために，現在の COVID-19 下における

知的障害特別支援学校の教育にどのような課題が

生じているかを明らかにすることには意義がある。 

方  法 

大阪府の 1 つの特別支援学校における，年齢，

教員歴，役職の異なる教員 10 名（Table, 1）を協

力者とした。調査に先立ち，大阪教育大学の倫理

審査委員会より研究計画の承認を得，協力者から

インフォームド・コンセントを得た。インタビュ

ーは ZOOM を使用して，1 人 1 回 2 時間程度の非構

造化面接法を用いて実施した。インタビュープロ

トコルに沿って，4 つの期間(休校前：1 月 6 日～

2 月 26 日，年度末休校時：3 月 2 日～3 月 31 日，

新年度休校時：4 月 1 日～5 月 31 日まで，再開後：

6 月 1 日～)の出来事についての認識を聞き取っ

た。インタビューデータを逐語化し，学校再開後

の教育に言及された発話箇所に焦点を当て，テー

マ分析（Braun & Clarke，2006）を行った。 

 

Table 1 協力者 

 性/ 年/ 経験 役職 学部 学年 20→21 
O 男/ 58/ 36 校長   
P 男/ 51/ 28 教頭   
Q 女/ 42/ 8 首席 高  
R 女/ 22/ 2 養護教諭   
S 男/ 38/ 15 学部主事 小  
T 男/ 27/ 5 教務主任 高 ３年→１年 
U 女/ 58/ 35 ICT 主任 高 ２年→３年 
V 女/ 41/ 20 地域支援 Co 中 １年→２年 
W 男/ 35/ 12  中 他校→ １年 
X 女/ 23/ 1  小 ４年（初任） 

結果と考察 

学校再開後は，以下の 3 つの対策を前提として

教育活動が実施された。第一は，行政のガイドラ

インに記された項目についての対策である。第二

は，学校独自の対策である。第三は，子どもの動

きに合わせた具体的対策である 。これらは休校中

に議論とシミュレーションが徹底され，教員間で

共有された。ただし，再開後に修正が必要となっ

た対策もあった 。また，障害や発達の程度によっ

て，感染症対策の徹底が困難な子どもが存在する

が ，管理職は諦めずに声掛けを続けるように教員

を励ました。子どもの学習に注目すると，再開後

の教育活動は，感染症対策を前提とすることで，

時間的 ・内容的制約が生じている。これにより，

学習はパンデミック以前に比べて質的・量的に低

下している状況が続いている（Figure 1）。 

Figure 1 COVID-19 パンデミックが知的障害児の

学校再開後の学習に及ぼしている影響 

 
 

感染症対策を前提として旧来通りの教育を続け

ると，知的障害児の学習の質と量の低下は避けら

れないことが示唆された。従って，教育内容や方

法を見直すことが求められる。しかし，子どもの

身体的・精神的健康と生命を守る上で，教育実践

の抜本的な変更にはリスクが伴う。パンデミック

下において，感染症対策を行いながら効果的な学

習を行うための，新たな知識やアイデアの蓄積が

求められる。 
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